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あらまし  テレビやインターネット上での映像コンテンツの増加により，映像アーカイブを効率良く閲覧・検索

する技術が求められている．そこで本稿では，資料映像として利用価値の高いニュース映像に注目し，Wikipedia

を利用したニュース映像アーカイブの閲覧支援技術を提案する．テキスト情報の類似度評価を基に，各映像に対し

て Wikipedia エントリによる自動索引付けを行う．索引付け結果を利用し，各エントリに関連する映像群を抽出，

提示する．実験により適合率 86%，再現率 79%で索引付けが行えることを確認した．また，話題の変遷の理解や放

送日が離れた映像間の関連発見など，クローズドキャプションのみでは得られない情報を得られることを確認した． 
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Abstract  Following the increase of video contents on TV or the Internet, efficient techniques to browse and search video 

data in an archive are needed. We propose a method to support browsing a news video archive with the help of Wikipedia 

because news videos are important as video contents. First, videos are automatically indexed by Wikipedia entries by means 

of evaluating the similarity of text information. Using those indices, we extract and present video groups via an interface, that 

correspond to each Wikipedia entry. Through experiments, news videos were accurately indexed by Wikipedia entries with a 

precision of 86% and a recall of 79%. In addition, we confirmed that we could obtain information which could not be 

obtained by closed captions, such as understanding the transition of topics or discovering the associations between videos 

which are broadcasted on distant days. 
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1. はじめに  

近年，YouTube（＊１）などの動画共有サイトの普及によ

り，誰でも手軽に映像アーカイブを利用することが可

能となった．また NHK アーカイブス （＊２）など，過去に

放送された映像を再利用するという取り組みも行われ

ており，このような映像アーカイブを効率的に閲覧・

検索する技術が求められている．その中でもニュース

映像は資料映像として利用価値が高い．そこで我々は，

ニュース映像アーカイブの効率的な閲覧技術に注目し

ている．  

ニュース映像の構造解析や閲覧技術に関しては，多

くの研究がなされている．その多くは映像に付与され

た文字放送字幕テキスト（Closed Caption ; 以下 CC）

を利用し，それらのテキスト情報の類似度を基に映像

間の関連を分析している．井手らは，強く関連したニ

ュース映像を時系列に連鎖することによりトピックス

レッド構造を構築し，映像アーカイブの構造解析や閲
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覧インタフェースを実現した [1]．しかし各ニュース映

像が表す内容が明示されておらず，あるニュースイベ

ントに関連する映像を閲覧したい場合には適切ではな

い．またニュースの中には，長い期間を通して少しず

つ放送されるトピックも存在し，従来の技術ではこの

ような場合への対応が困難である．  

そこで本稿では，オンライン百科事典として有名な

Wikipedia（＊３）に注目し，Wikipedia を利用したニュース

映像アーカイブの閲覧支援技術を提案する．まずテキ

ス ト 情 報 の 類 似 度 評 価 を 基 に ， 各 映 像 に 対 し て

Wikipedia エントリにより自動索引付けを行う．次にそ

れを利用して各エントリに関連する映像群を抽出，提

示する．この際，文献 [1]のトピックスレッド構造中の

各映像に対して索引付けを行うことで，あるニュース

イベントに関連した映像群を時系列に閲覧することが

可能となる．また従来は計算量的に処理が困難であっ

た，放送日が離れた映像間の関連を発見することも可

能となる．  

索引付けの際に Wikipedia を利用することの利点は，

以下に示す 2 つの特長による．1 つ目は Wikipedia エン

トリに関して，表記と概念が一対一に対応しているこ

とである．CC においては「自由民主党」，「自民党」

と様々な表記で使用される概念であっても，Wikipedia

では「自由民主党（日本）」というエントリで扱われる．

これにより索引の表記のゆれを解消し，重複のない索

引付け・閲覧が実現できる．そして 2 つ目に，コンテ

ンツの網羅性がある．一般にニュースイベントに関し

て発端から終息までの一連の流れが詳細に説明されて

おり，閲覧技術の構築に有用であると考える．  

 

以降，第 2 章で関連研究を紹介した後，第 3 章で

Wikipedia を利用したニュース映像アーカイブへの自

動索引付けに関する処理の詳細を述べる．続く第 4 章

で，対応付けの精度に関する実験や抽出結果の例を紹

介し考察を述べる．最後に第 5 章において今後の課題

を検討し，本稿をまとめる．なお，以降“ストーリ”

とは，一つのイベントを扱った，ニュース映像の意味

的な最小単位を表わす [2]．  

2. 関連研究  

2.1.  ニュース映像の閲覧に関する研究  

ニュース映像の閲覧支援を目的とした研究として，

ニュース映像の時系列意味構造解析に関する研究が多

くなされている．最も単純な手法として，特定のトピ

ックに関連するストーリを時系列に直線状に連ねる方

法が考えられる [2][3]．しかし直線構造では同一トピッ

クであっても同時並行して進む個別の話題の流れを表

現できない．これに対し Wu らは，特定のトピックに

関連するストーリを集めたクラスタにおいて，時系列

の前後関係と話題の変化に応じて 2 分グラフを構築す

る手法を提案した [4]．しかしこの方法でも，新規スト

ーリ同士の関係は時系列の前後関係のみであり，同時

並行して進む個別の話題の流れを表現できない問題が

あった．そこで井手らは，同時並行して進む話題の流

れを表現する時系列意味構造：トピックスレッド構造

を抽出する手法を提案した [1]．トピックスレッド構造

の例とそれを利用した閲覧インタフェースを図 1 に示

す．ここでトピックスレッド構造中の各ノードは，ス

トーリ分割後の各ニュース映像を表す．また井手らは

この研究の中で，構造中の局所的な意味的まとまりの

抽出も行った．しかし，抽出されたまとまりがどのよ

うなニュースを表すのかを明示することは行われなか

った．またトピックスレッド構造を構築する際，放送

日の近い映像を中心として関連付けを行うため，長い

期間を通して少しずつ放送されるようなニュースには

対応できなかった．そこで我々は，Wikipedia という外

部の情報資源を利用することで，これらの問題の解決

及び新たなニュース映像アーカイブの閲覧支援技術を

目指す．  

その他，時系列意味構造解析にとらわれずニュース

映像の可視化を目指した研究も多くなされている．そ

の 代 表 的 な も の と し て ， Rautiainen ら に よ る

cluster-temporal browsing[5]や，Snoek らによる閲覧イ

ンタフェース MediaMill[6]などが挙げられる．  

2.2.  Wikipedia の利用に関する研究  

Wikipedia は知識抽出のための有用なコーパスとし

て，人工知能を始めとした様々な分野で研究，応用さ

れつつある．その中でも，Wikipedia の持つ豊富なコン

テンツ量を生かした，連想シソーラス辞書の自動構築

技術に関する研究が多くなされている．中山らは

Wikipedia に対して Web マイニングの手法を適用する

ことでシソーラス辞書の自動構築を行った [7]．  

 

図 1 トピックスレッド構造に関する研究  

 



 

＊ 4：http://ja.wikinews.org/wiki/メインページ /  

シソーラス辞書の構築以外にも，Wikipedia を利用し

た研究は増えつつある．例えば，Wikipedia の情報を

様々なマルチメディア情報と対応付けることで，より

高度な処理や情報発見を目指した研究などである．川

場らは Wikipedia エントリをブログサイトと対応付け，

Wikipedia カテゴリ空間におけるブログサイトの分布

推定を行った [9]．今後も Wikipedia のような，多くの

ユーザの共同作業により構築された情報（ folksonomy）

を利用する研究が注目されるのではないかと考える．  

3. Wikipedia を利用した自動索引付け  

3.1.  処理の流れ 

処理の流れを図 2 に示す．ニュース映像に関しては，

付随する CC からトピックスレッド構造を構築する．

この際に用いる手法は文献 [1]と同様である．一方

Wikipedia に関しては，ニュースに関連するエントリ

（以下，ニュース関連エントリ）を抽出する．そして

両方の出力結果を利用し，CC と Wikipedia エントリと

の間の類似度評価により対応付けを行う．この際，各

ニュース関連エントリのテキストから日付情報を抽出

して類似度評価の対象を限定した後，トピックスレッ

ド構造を利用し索引の補完を行う．これにより対応付

け精度の向上を図る．最後に各エントリに関連する映

像群を抽出する．  

3.2.  ニュース関連エントリの抽出  

Wikipedia の全エントリを利用して索引付けを行う

のは困難である．その最大の理由は，CC との対応付

け精度の低下を招くためである．また 2008 年 11 月 27

日時点でのエントリ数は約 100 万件であり，今後も増

加すると考えられ，全てを処理するための計算量も問

題である．そこでニュースに関連するエントリのみを

抽出する．ニュース関連エントリの抽出の際に，以下

に用いる 2 つの特徴を利用した．1 つ目は，ニュース

関連エントリのテキスト中に Wikipedia の姉妹プロジ

ェクトであるウィキニュース （＊４）へのリンクが存在す

る場合が多いことである．また 2 つ目は，ニュースの

真実性を証明するために，一般のニュースサイト中の

記事の URL を参考文献として引用する場合が多いこ

とである．以上の特徴を利用して，Wikipedia からニュ

ース関連エントリを抽出する．  

3.3.  CC と Wikipedia エントリの対応付け 

テキスト情報の類似度評価を行い，CC と Wikipedia

エントリを対応付ける．まず CC と Wikipedia エントリ

のテキストを形態素解析し，名詞の出現頻度ベクトル

を作成する．そして両者のコサイン類似度を算出し，

しきい値を超えればそれらを対応付ける．本稿におい

ては Wikipedia エントリのテキスト全体を使用してベ

クトルを作成したが，節ごとに作成することもできる．

しかしこの場合，一つの節中の名詞が極端に少なくな

り，対応付け精度が低下することが多い．この問題を

解決するために検討が必要である．  

抽出された全てのニュース関連エントリと全ての

CC との類似度評価を行った場合，対応付け精度の低

下を招く．そこで以下の方法で対応付けを行い，精度

向上を目指す．  

3.3.1. 日付情報の抽出  

ニュースにおいて事象の生起日「いつ（When）」の

情報は重要である．そこで Wikipedia エントリのテキ

スト中から日付情報（****年**月**日）を抽出し，そ

れにより類似度評価の対象期間を限定することで対応

付け精度の向上を図る．文中で日付に関する情報が出

現する場合，年，月などの情報が省略されることが多

い．例えば「2008 年 8 月 25 日から 28 日にかけて…」

のような場合である．本研究では，直前に出現した年，

月の情報を利用し，このような省略を補完する．先程

挙げた例では，「2008 年 8 月 25 日」，「2008 年 8 月 28

日」という日付情報が抽出される．  

しかしこの手法には問題が存在する．それはニュー

ス映像と Wikipedia とで，ニュースの取り上げ方が異

なる場合である．その概念図を図 3 に示す．ニュース

映像はあるトピックに対して，注目されている時期に

集 中 的 に 取 り 上 げ る こ と が 多 い ． そ れ に 対 し て

Wikipedia は，一般にニュースイベントの発端から終息

   

図 2 処理の流れ  

 

図 3 ニュースの取り上げ方の違い  
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までを日付情報を含めて網羅的に説明するが，注目さ

れている時期の日付情報を集中して記述することは少

ない．そのため日付情報により類似度評価の対象を限

定して索引付けを行った場合，ニュース映像が集中的

に取り上げている時期の索引付けが疎になる可能性が

高い．  

3.3.2. 索引の補完  

前節で示した問題を解決するために，文献 [1]で紹介

したトピックスレッド構造を利用して，索引付けの補

完を行う．その概念図を図 4 に示す．図中の各ノード

は，ストーリ分割後の各ニュース映像を表す．  

トピックスレッド構造は強く関連するニュースを

時系列に連鎖することにより構築されている．そのた

め，あるノードに対してスレッド構造上の前後に位置

するノードは，意味的にも時間的にも最も類似するも

のであると考えられる．そこで，ある Wikipedia エン

トリが索引付けられているノードに対して，スレッド

構造上の前後のノードに位置するニュースの CC とも

類似度評価を行う．ここでしきい値を超えれば新たに

そのノードにも当該エントリを索引付ける．この操作

を類似度がしきい値以下になるノードが出現するか，

既に同じエントリが索引付けられているノードが出現

するまでトピックスレッド構造上で再帰的に適用する．

既存の索引付けに対して以上の操作を繰り返すことに

より，索引の補完を行う．  

3.4.  各エントリに関連する映像群の抽出  

索引付け結果を利用し，各 Wikipedia エントリに関

連する映像群を抽出する．この際，索引付けられた各

映像を放送日の早い順に並べる．索引付けられる映像

がトピックスレッド構造上でクラスタを形成している

場合，そのクラスタを保存し，提示する．  

映像群の抽出・提示の際，文献 [1]の手法を用いたト

ピックスレッド構造の再構築は行わなかった．これは，

抽出される映像同士の放送日の間隔が離れることが多

く，トピックスレッド構造のように分岐させて提示す

る必要性が低いためである．また，Wikipedia エントリ

との対応付けにより話題が限定され，ストーリ群が分

岐することが少なくなることも一因である．  

4. 実験と考察  

4.1.  使用するデータ及び実験条件  

CC に関しては放送映像（NHK ニュース 7）に付随

するものを使用した．2007 年 1 月 1 日から 2008 年 6

月 30 日までに放送された映像及び CC を使用し，CC

はストーリごとに分割してあるものとする．また

Wikipedia に関しては 2008 年 11 月 27 日付で記録され

たデータベース・データをダウンロードして使用した．

この時点での Wikipedia の全エントリ数は 1,053,561 件

であった．また前章で説明した手法により抽出された

ニュース関連エントリは 1,645 件であった．なお，こ

の抽出の精度は十分良好であった．以降，4.2 節で対

応付け精度の評価を行い，4.3 節で各エントリに対応

付くストーリ数やそれらの日数の間隔を調査する．最

後に 4.4 節で映像群の抽出結果の例を示す．  

4.2.  実験 1 ：対応付け精度  

4.2.1. 実験条件・実験結果  

各 Wikipedia エントリに対応付く CC を調査すること

により，対応付け精度を評価した．評価対象は 3 個の

Wikipedia エントリ（“新テロ対策特措法 （＊５）”，“大連

立構想（日本  2007）”，“ねんきん特別便”）である．  

対応付けの正誤は人手で判断した．ここで正しい対

応付けとは，「CC 上で Wikipedia エントリに関する報

道・説明を具体的に行っており，かつ Wikipedia エン

トリのテキスト中にもその説明が見受けられるもの」

とした．適合率に関しては，対応付けられた CC 群の

内容を全て調査し，人手で正誤判断を行った．また再

現率に関しては，全ての CC の内容を調査することが

困難なため，期間を 2～3 カ月に絞り，人手により正解

データを作成し評価した．  

日付情報により類似度評価の対象を限定するかど

うか，さらに索引の補完を行うかどうかで比較実験を

行った．手法 1 ：日付情報を利用せず補完もしない場

合，手法 2：日付情報を利用するが補完は行わない場

合，手法 3：日付情報を利用し補完も行う場合（提案

手法）の 3 種類で実験した．実験結果を表 1 に示す．  

 

表 1 実験結果：対応付け精度  

 
手法 1 

日付×  補完×  

手法 2 

日付○  補完×  

手法 3 

日付○  補完○  

適合率（%） 43.4 97.4 86.1 

再現率（%） 95.1 45.4 79.3 

  

図 4 索引の補完  



 

4.2.2. 考察  

提案手法は適合率，再現率が共に高く，提案手法の

有効性を確認した．適合率は手法 2 及び手法 3 が高か

った．手法 1 は日付情報を考慮しないため，テキスト

情報の類似度のみで対応付けられてしまい，誤対応が

発生することが多かった．例えば“ねんきん特別便”

というエントリでは年金に関する記述がなされており，

年金について報道した日の CC と対応付けられること

が多かった．しかし“ねんきん特別便”が報道される

以前の，年金に関する問題を取り上げた日の CC とも

対応付いており，これは適切ではない．他にもこのよ

うな誤対応が目立った．また再現率は手法 1，手法 3

が高かった．手法 2 の再現率は，Wikipedia エントリの

テキスト中で日付情報が記述される頻度に大きく依存

した．“新テロ対策特措法”に関する Wikipedia エント

リでは日付情報がほとんど記述されておらず，再現率

は 11%となった．しかし索引の補完を行うことにより，

再現率は 63%に上昇した．  

提案手法にも問題が見受けられた．まず索引の補完

による適合率の低下である．トピックスレッド構造中

で話題が少しずつ変化している場合があり，Wikipedia

エントリとの関連度が小さくても，テキスト情報の類

似度によって対応付いてしまうことが多かった．また

再現率に関しても手法 1 より約 15%低い値となった．

スレッド構造により全ての関連するニュースを網羅で

きていない場合があり，スレッド構造に依存しない対

応付け手法も検討する必要があると考えた．  

4.3.  実験 2 ：ストーリ数と最大間隔  

4.3.1. 実験条件・実験結果  

各 Wikipedia エントリに対応付けられたストーリ数，

及び対応付けられたストーリ群の中での最大間隔（日

数）のそれぞれについて頻度を調査した．使用した

Wikipedia エントリは，ニュース関連エントリとして抽

出された 1,645 件である．実験結果を図 5 と図 6 に示

す．なお双方ともストーリ数 0，最大間隔 0 日のデー

タは除去してある．なお，対応付けられたストーリ数

が 0 である Wikipedia エントリは 1,305 件（79%），最

大間隔が 0 日の Wikipedia エントリは 1,421 件（86%）

であった．  

4.3.2. 考察  

各 Wikipedia エントリに対応付けられるストーリ数

は 0～20 件であることが多かった．また，ストーリ数

が 0 となるエントリが多かった最大の原因は，対応付

けに使用したニュース映像の本数が少なく，かつ短い

期間に放送されたものだけを使用したことであると考

えられる．それに加え，NHK ニュース 7 は 1 回あたり

の放送時間が短く，大きなニュースのみを取り上げる

ことが多いことも原因の一つである．  

最大間隔に関しては，300 日以上離れたストーリ同

士が一つの Wikipedia エントリに対応付けられること

もあり，放送日の離れた映像間の関連も発見できるこ

とを確認した．なお，図 6 のヒストグラム上で最大の

階級値を示したエントリは誤対応であった．正しい対

応付けとして最大の階級値を示したのは“NHK 番組改

変問題”で，最大間隔は 498 日（2007 年 1 月 29 日～

2008 年 6 月 10 日）であった．  

4.4.  映像群の抽出結果  

4.4.1. 実験条件・実験結果  

提案手法を利用し，各 Wikipedia エントリに注目し

た映像群を抽出した．以下に“新テロ対策特措法”と

いう Wikipedia エントリに関する抽出結果を示す．図 7

は 2007 年 9 月 8 日の番組の 3 番目のストーリを起点と

するトピックスレッド構造の一部であり，各ノードは

  

図 5 実験結果：ストーリ数の頻度  

   

図 6 実験結果：最大間隔の頻度  



 

ストーリ分割後の各映像を表している．また“新テロ

対策特措法”が索引付けられた映像を青色で示してあ

る．図 8 はトピックスレッド構造から Wikipedia エン

トリに索引付けられた CC 群を抽出した結果である．  

4.4.2. 考察  

図 8 のように，抽出された映像群はいくつかのクラ

スタを形成する．ここで各クラスタにおいて，“新テロ

対策特措法”と共に索引付けられた Wikipedia エント

リを調査した．すると，クラスタ 1（2007 年 9，10 月）

では“安倍改造内閣”など，クラスタ 2（2007 年 11

月）では“大連立構想（日本  2007）”など，クラスタ

3（2007 年 12 月前後）では“道路特定財源制度”など

の Wikipedia エントリを確認した．これにより，各ク

ラスタにおいて共起する Wikipedia エントリを分析す

ることにより，各トピックスレッド構造中での話題の

変遷を理解することができるのではないかと考える．  

5. むすび  

本稿では，Wikipedia を利用したニュース映像アーカ

イブの閲覧支援技術を提案した．実験により適合率

86%，再現率 79%で索引付けが行えることを確認した．

また，放送日が離れた映像間の関連も発見可能であり，

最 大 で 498 日 の 間 隔 が あ る 映 像 同 士 を 一 つ の

Wikipedia エントリに対して対応付けることが可能で

あった．さらに，ある映像に共に索引付けられる

Wikipedia エントリを分析することにより，話題の変遷

の理解につながることを確認した．Wikipedia を利用す

ることにより，クローズドキャプションのみによる処

理では得られない情報を得られることを確認した．  

今後の課題としてはまず，各 Wikipedia エントリに

関連する映像群を直観的に提示する閲覧インタフェー

スを作成する．その際，索引付け精度の更なる向上を

図る．また，Wikipedia エントリに対してだけでなく，

テキスト中の各節や各文に対して詳細に映像群を対応

付けることで，より直観的・効果的な閲覧技術を目指

す．その他，話題の変遷を分析し提示する手法の検討

や，ニュース映像以外の映像への適用を検討する．  
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図 7 トピックスレッド構造の例  

  

図 8 抽出された映像群の例  


